
部
落
解
放
・
人
権
政
策
確
立
要
求
鳥
取

県
実
行
委
員
会
の
二
〇
一
二
年
度
第
二
十

八
回
総
会
・
学
習
会
が
五
月
十
一
日
（
金
）

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
県
立
倉
吉
未
来
中

心
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
県
内
各
地
か

ら
行
政
職
員
、
運
動
団
体
関
係
者
、
県
民

な
ど
二
〇
五
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
二
〇
一
一
年
度
の
活
動
と

し
て
、
鳥
取
県
実
行
委
員
会
独
自
に
、
国

に
対
す
る
「
人
権
侵
害
救
済
法
」
の
早
期

制
定
を
求
め
る
署
名
行
動
の
集
約
と
法
務

省
谷
博
之
大
臣
政
務
官
へ
の
要
請
行
動
を

昨
年
十
月
十
三
日
に
行
な
っ
た
こ
と
、

十
一
月
三
十
日
に
も
中
央
実
行
委
員
会
主

催
の
中
央
行
動
に
自
治
体
関
係
者
や
運
動

団
体
か
ら
三
十
人
余
り
が
出
席
し
、
中
央

集
会
後
に
、
鳥
取
県
と
秋
田
県
選
出
の
全

国
会
議
員
へ
の
要
請
行
動
が
取
り
組
ま
れ

た
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、二
〇
一
二
年
度
の
活
動
と
し
て
、

差
別
の
実
態
を
踏
ま
え
人
権
の
法
制
度
の

確
立
に
向
け
て
、
中
央
実
行
委
員
会
と
連

携
し
て
中
央
行
動
や
国
会
議
員
へ
の
要
請

行
動
を
取
り
組
む
こ
と
、
県
民
へ
の
啓
発

と
し
て
学
習
会
の
開
催
、
実
行
委
員
会
ニ

ュ
ー
ス
の
発
行
な
ど
、
積
極
的
に
活
動
を

行
う
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。そ

し
て
、
任
期
二
〇
一
四
年
ま
で
の
新

し
い
新
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。（
４
ペ
ー

ジ
に
役
員
名
簿
掲
載
）

一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
同
和
対
策

審
議
会
「
答
申
」
が
「
差
別
に
対
す
る
法

的
規
制
、
差
別
か
ら
保
護
す
る
た
め
の
必

要
な
立
法
措
置
を
講
じ
、
司
法
的
に
救
済

す
る
道
を
拡
大
す
る
こ
と
」
と
指
摘
し
て

か
ら
す
で
に
四
十
七
年
が
経
過
し
、
二
〇

〇
一
年
に
人
権
擁
護
推
進
審
議
会
答
申
が

「
人
権
侵
害
救
済
制
度
の
確
立
の
必
要

性
」
を
指
摘
し
て
十
一
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
今
も
誰
か

の
人
権
が
脅
か
さ
れ
、
本
人
が
知
ら
な
い

中
で
差
別
が
行
わ
れ
る
行
為
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
に
、
差
別
を
許
さ
な
い
「
人

権
侵
害
救
済
法
」
や
「
差
別
禁
止
法
」
な

ど
、
差
別
を
許
さ
な
い
社
会
シ
ス
テ
ム
の

確
立
を
強
く
求
め
行
動
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。（
４
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
差
別
と
人

権
を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
は
、
近
畿
大
学
教
授
の
北
口
末

廣
さ
ん
、
パ
ネ
ラ
ー
に
は
部
落
解
放
同
盟
愛

知
県
連
合
会
書
記
長
の
山
崎
鈴
子
さ
ん
、
鳥

取
県
実
行
委
員
会
事
務
局
長
の
下
吉
真
二

さ
ん
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

山
崎
さ
ん
か
ら
は
、
二
〇
〇
七
年
に
発
生

し
た
「
Ｂ
地
区
へ
よ
う
こ
そ
」
と
い
う
名
前

の
ブ
ロ
グ
に
愛
知
県
や
岐
阜
県
、
三
重
県
の

被
差
別
部
落
の
所
在
地
を
示
し
、
差
別
を
助

長
す
る
文
書
と
と
も
に
町
の
様
子
を
写
真

や
動
画
で
掲
載
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公

開
し
た
事
件
の
報
告
が
あ
っ
た
。
（
「
Ｂ
地

区
」
は
被
差
別
部
落
の
意
味
）

「
黒
歴
史
」
と
し
て
、「
三
重
暗
黒
編
」、

「
岐
阜
魍
魎
編
」、
Ｂ
‐
Ｍ
Ａ
Ｐ
と
し
て
、

「
愛
知
県
部
落
マ
ッ
プ
」、
と
い
う
項
目
で

三
重
、
岐
阜
、
愛
知
県
内
の
地
図
に
被
差
別

部
落
が
示
さ
れ
て
い
る
。【
注
意
】
と
し
て

「
管
理
人
は
被
差
別
部
落
民
、
部
落
解
放
同

盟
や
部
落
解
放
同
盟
全
国
連
合
会
な
ど
の

基
地
外
団
体
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
こ
の
サ
イ
ト
は
管
理
人
の
た
だ
の
暇

つ
ぶ
し
で
あ
り
、
差
別
を
助
長
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｂ
地
区
の
場
所
が
間
違
っ

て
い
た
り
、
関
係
な
い
と
こ
ろ
を
Ｂ
地
区
と

し
て
紹
介
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も

し
「
そ
こ
は
Ｂ
じ
ゃ
ね
ー
よ
」
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
掲
示
板
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。」（
原
文
ま
ま
）
と
書
い
て
い
る
。

そ
し
て
、
○
○
○
（
被
差
別
部
落
名
）
は

「
愛
知
県
最
恐
Ｂ
地
区
○
○
○
」
と
書
き
、

地
図
を
載
せ
ど
こ
が
被
差
別
部
落
か
が
わ

か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
警
告
Ｗ
Ａ
Ｒ

Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
と
し
て
「
同
和
地
区
及
び
未
解

決
部
落
へ
の
一
般
人
に
対
し
て
強
い
恨
み

と
反
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。
同
和
地
区
及
び

未
解
決
部
落
へ
の
侵
入
は
す
べ
て
自
己
責

任
で
お
願
い
し
ま
す
○
○
○
同
和
地
区
は

特
に
ヤ
バ
イ
で
す
」
と
書
き
、
さ
ら
に
、
地

区
内
の
企
業
の
中
ま
で
入
り
込
み
企
業
名

の
入
っ
た
看
板
や
事
業
所
内
の
写
真
を
取

り
掲
載
し
、
企
業
に
対
し
て
怪
し
げ
な
工
場

と
書
き
込
み
、
捕
ま
っ
た
ら
殺
さ
れ
て
し
ま

う
と
い
う
内
容
を
書
い
て
い
る
。
工
場
や
店

舗
が
写
真
で
と
ら
れ
、「
部
落
と
い
え
ば
肉

屋

肉
屋
と
い
え
ば
部
落
」
な
ど
の
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
を
つ
け
ら
れ
た
も
の
、
他
に
も
「
部

落
の
中
心
で
エ
ッ
タ
と
叫
ぶ
」
な
ど
の
記
載

も
あ
り
、
差
別
を
目
的
に
し
た
Ｈ
・
Ｐ
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

部
落
解
放
同
盟
愛
知
県
連
合
会
は
、
差
別

を
目
的
と
し
、
部
落
を
暴
き
、
部
落
解
放
同

盟
と
部
落
解
放
運
動
を
嘲
笑
す
る
Ｈ
・
Ｐ
だ

と
し
て
作
成
者
を
名
誉
毀
損
罪
で
県
警
捜

査
２
課
に
告
発
し
た
。
愛
知
県
警
情
報
管
理

課
と
津
島
署
は
七
月
五
日
、
名
古
屋
市
内
在

住
の
二
十
六
歳
の
男
性
を
逮
捕
、
名
古
屋
検

察
庁
は
、
名
誉
毀
損
で
起
訴
し
た
。
第
一
回

公
判
で
青
年
は
起
訴
内
容
に
つ
い
て
全
面

的
に
認
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
で
同

和
問
題
を
知
り
、
図
書
館
で
調
べ
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
架
空
の
人
た
ち
と
共
有
し

た
か
っ
た
と
述
べ
た
。

十
月
十
五
日
、
判
決
公
判
が
あ
り
、
裁
判

長
は
「
手
口
は
未
熟
で
浅
は
か
」「
愚
劣
で

陰
湿
」「
被
害
会
社
の
名
誉
及
び
社
会
的
信

用
を
著
し
く
損
ね
る
こ
と
は
な
は
な
だ
し

い
上
、
差
別
助
長
も
お
お
い
に
懸
念
さ
れ

る
」
と
し
、
懲
役
一
年
執
行
猶
予
四
年
（
求

刑
懲
役
一
年
）
の
判
決
が
だ
さ
れ
た
。
青
年

は
ネ
ッ
ト
の
中
で
部
落
を
知
り
、
自
分
が
部

落
に
出
向
い
た
こ
と
を
書
き
込
む
と
ネ
ッ

ト
社
会
の
中
で
評
価
さ
れ
、
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
て
い
っ
た
と
語
っ
た
。



グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
利
用
し
条
例
情
報

を
悪
用
し
て
被
差
別
部
落
の
地
図
を
公
開

し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、
鳥
取
県
実
行
委

員
会
と
し
て
国
に
対
し
て
人
権
侵
害
救
済

法
の
早
期
制
定
を
求
め
る
署
名
活
動
を
行

い
昨
年
十
月
十
三
日
、
谷
博
之
法
務
大
臣
政

務
官
に
要
請
行
動
を
行
っ
た
。
今
開
会
中
の

通
常
国
会
に
人
権
侵
害
救
済
法
案
が
提
出

さ
れ
る
か
ど
う
か
大
き
な
山
場
を
迎
え
て

い
る
。
今
現
在
鳥
取
県
、
大
阪
府
、
滋
賀
県

な
ど
十
八
種
類
の
地
図
が
公
開
さ
れ
続
け

て
い
る
。
こ
の
地
図
の
影
響
は
深
刻
な
も
の

が
あ
り
、
ネ
ッ
ト
上
に
お
い
て
、「
同
和
地

区
は
ど
こ
か
」
と
い
う
質
問
に
、
こ
の
地
図

に
利
用
さ
れ
た
条
例
情
報
、
こ
の
地
図
情
報
、

作
成
者
の
ブ
ロ
グ
な
ど
が
ど
ん
ど
ん
貼
ら

れ
て
、
コ
ピ
ー
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
く
状
況

や
地
図
に
載
っ
て
い
る
同
和
地
区
を
訪
ね

ビ
デ
オ
や
カ
メ
ラ
を
と
っ
て
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
に
投
稿
す
る
人
間
な
ど
、
そ
し
て
、
同
様

の
地
図
が
あ
ら
た
に
長
野
県
版
と
し
て
ブ

ロ
グ
と
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
さ
ら

に
差
別
を
煽
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
一
旦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
た

情
報
は
も
う
二
度
と
削
除
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
り
、
ど
こ
か
で
、
誰
か
が
こ
の
情

報
を
利
用
し
さ
ら
に
拡
散
さ
れ
て
い
く
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
地
図
を
つ
く
っ
た
作
成
者
は
「
鳥
取

ル
ー
プ
」
と
名
乗
り
、「
同
和
と
在
日
」
と

い
う
本
を
発
行
し
地
図
の
正
当
性
を
主
張

し
た
り
、
行
政
や
運
動
へ
の
批
判
を
展
開
し

て
い
る
。
ま
た
、
情
報
公
開
制
度
を
利
用
し

て
同
和
地
区
を
公
開
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
認

め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
裁
判
に
訴
え
る
な
ど

そ
の
行
為
は
益
々
悪
質
化
し
て
い
る
現
状

が
あ
る
。
ま
た
、
被
差
別
部
落
の
人
々
に
対

し
賤
称
語
を
使
っ
て
罵
倒
す
る
街
宣
の
様

子
を
動
画
で
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
掲
載
す
る

な
ど
、
差
別
を
規
制
す
る
法
が
な
い
こ
と
を

逆
手
に
と
っ
て
確
信
的
に
差
別
行
為
を
行

う
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
る
。

北
口
教
授
か
ら
は
ネ
ッ
ト
事
件
の
背
景

の
第
一
は
、
未
だ
に
根
強
い
差
別
意
識
の
存

在
で
あ
り
、
被
差
別
部
落
へ
の
忌
避
意
識
で

あ
る
。
大
阪
府
に
よ
る
人
権
問
題
に
関
す
る

府
民
意
識
調
査
で
結
婚
に
関
す
る
結
果
で

は
、
「
自
分
の
結
婚
相
手
を
考
え
る
と
き
、

あ
る
い
は
、
自
分
の
子
ど
も
の
結
婚
相
手
を

考
え
る
と
き
、
人
柄
以
外
で
、
あ
な
た
は
何

が
気
に
な
り
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
関
し

て
「
「
相
手
が
同
和
地
区
出
身
か
ど
う
か
」

気
に
な
る
（
気
に
な
っ
た
）
」
と
回
答
し
た

人
が
約
５
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
結
婚
に
関
わ

る
忌
避
意
識
は
確
実
に
悪
化
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
差
別
意
識
が
事
件
の
大
き
な
バ
ッ

ク
ボ
ー
ン
を
形
成
し
て
い
る
。

第
二
に
最
近
の
同
和
バ
ッ
シ
ン
グ
の
影

響
も
あ
る
。
部
落
解
放
運
動
や
同
和
行
政
に

関
す
る
真
摯
な
批
判
・
言
論
は
あ
っ
て
し
か

る
べ
き
で
あ
る
が
、
最
近
そ
れ
ら
の
批
判
・

言
論
と
混
然
一
体
と
な
っ
た
差
別
発
言
が

横
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
差
別
意
識
が
安

易
に
差
別
行
為
に
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ

る
。
差
別
意
識
か
ら
差
別
行
為
に
い
た
る
ハ

ー
ド
ル
が
極
め
て
低
く
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

第
三
は
電
子
空
間
上
に
お
け
る
事
実
上

の
差
別
放
置
状
態
で
あ
り
、
ネ
ッ
ト
上
で
は

表
現
の
自
由
と
い
う
名
の
も
と
に
差
別
の

自
由
が
横
行
し
て
い
る
。
一
定
の
責
任
を
有

す
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
同
和
問
題
に
関
す

る
マ
イ
ナ
ス
報
道
と
、
責
任
が
全
く
な
い
と

思
わ
れ
る
よ
う
な
振
る
舞
い
を
す
る
ネ
ッ

ト
上
の
書
き
込
み
が
相
乗
効
果
に
な
り
、
差

別
書
き
込
み
が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
て
い

く
よ
う
な
傾
向
を
持
ち
つ
つ
あ
る
。

第
四
に
以
上
の
よ
う
な
環
境
を
放
置
し

て
い
る
国
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
機
関
の

取
り
組
み
の
弱
さ
や
怠
慢
で
あ
る
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
関
わ
る
問
題
は
一
国
だ
け
で

解
決
で
き
る
問
題
で
な
い
こ
と
は
理
解
し

て
い
る
が
、
本
来
で
き
る
予
防
・
発
見
・
救

済
・
支
援
・
規
制
等
の
立
法
措
置
も
教
育
・

啓
発
措
置
も
甚
だ
不
十
分
で
あ
る
。
「
ペ
ン

は
剣
よ
り
も
強
し
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、

ペ
ン
は
人
を
殺
す
こ
と
も
自
殺
に
追
い
込

む
こ
と
も
で
き
る
と
考
え
る
な
ら
、
表
現
の

自
由
を
堅
持
し
つ
つ
も
一
定
の
ル
ー
ル
が

必
要
と
い
え
る
。
今
現
在
の
ネ
ッ
ト
上
の
課

題
を
踏
ま
え
た
と
き
、
人
権
侵
害
救
済
法
と

差
別
禁
止
法
の
制
定
が
な
け
れ
ば
電
子
空

間
上
の
差
別
事
件
は
後
を
絶
た
な
い
。



（
１
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）総
会
終
了
後
、

部
落
解
放
・
人
権
政
策
確
立
要
求
中
央
実

行
委
員
会
事
務
局
長
の
松
岡

徹
さ
ん
を

迎
え
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
講

演
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

松
岡
事
務
局
長
は
、
「
人
権
侵
害
救
済

法
」
制
定
の
必
要
性
と
立
法
事
実
と
し
て

の
差
別
の
実
態
、
国
会
情
勢
等
に
つ
い
て

講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
プ
ラ
イ
ム
総
合
法

律
事
務
所
に
よ
る
戸
籍
謄
本
等
不
正
取
得

事
件
は
、
愛
知
県
警
の
捜
査
員
の
戸
籍
が

暴
力
団
に
流
さ
れ
た
こ
と
を
発
端
に
、
２

万
枚
に
も
上
る
職
務
上
請
求
書
が
偽
造
さ

れ
、
そ
の
内
一
万
五
千
枚
が
使
わ
れ
、
戸

籍
が
不
正
に
取
得
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
事
件
は
国
内
に
人
権
を

守
る
法
律
が
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し

た
事
件
だ
と
い
え
る
。
ま
た
、「
鳥
取
ル
ー

プ
」
に
よ
る
鳥
取
、
滋
賀
、
大
阪
の
同
和

地
区
の
地
図
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開

さ
れ
て
い
る
問
題
も
あ
る
。

以
前
、
グ
ー
グ
ル
・
ア
ー
ス
の
古
地
図

問
題
で
グ
ー
グ
ル
社
は
、
情
報
を
使
う
利

用
者
の
問
題
だ
と
言
っ
て
い
た
が
、
そ
の

情
報
を
差
別
に
利
用
し
た
り
悪
用
し
な
い

で
ほ
し
い
と
い
う
立
場
が
あ
る
。我
々
は
、

差
別
の
歴
史
を
変
え
た
り
、
事
実
を
隠
し

た
り
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な

い
。
差
別
を
乗
り
越
え
よ
う
と
闘
う
文
化

が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
判
断
を
し
て
ほ

し
い
と
訴
え
る
中
で
、
穢
多
村
の
表
記
を

削
除
し
た
。

我
々
は
、
同
和
地
区
出
身
な
ど
社
会
的

に
被
差
別
の
立
場
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と

し
て
も
差
別
さ
れ
な
い
社
会
を
め
ざ
し
て

い
る
。
情
報
を
差
別
の
道
具
と
し
て
利
用

で
き
な
い
た
め
に
も
、
「
人
権
侵
害
救
済

法
」
や
「
差
別
禁
止
法
」
な
ど
の
差
別
を

許
さ
な
い
人
権
の
法
制
度
の
確
立
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

鳥
取
県
実
行
委
員
会
の
新
し
い
役
員
は
、

次
の
と
お
り

会

長

石
田
耕
太
郎
（
倉
吉
市
長
）

副
会
長

石

操

（
日
吉
津
村
長
）

副
会
長

中
田
幸
雄
（
解
放
同
盟
県
連
委
員
長

）

副
会
長

永
江
多
輝
夫
（
南
部
町
教
育
長
）

副
会
長

五
十
嵐
美
知
義
（
連
合
鳥
取
会
長
）

ま
た
、
常
任
委
員
に
は
県
内
４
市
の
市

長
、
教
育
長
、
湯
梨
浜
町
・
江
府
町
の
町

長
、
八
頭
町
・
琴
浦
町
の
教
育
長
、
解
放

同
盟
県
連
の
副
委
員
長
、
監
査
委
員
に
は

八
頭
町
長
、
解
放
同
盟
県
連
か
ら
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

任
期
は
、二
〇
一
四
年
の
総
会
ま
で
。

中
央
要
請
行
動
に
つ
い
て

現
在
、
開
会
中
の
通
常
国
会
に
「
人
権

侵
害
救
済
法
案
」
（
人
権
委
員
会
設
置
法

案
）
の
提
出
に
向
け
大
き
な
山
場
を
迎
え

て
い
ま
す
。
国
会
の
状
況
を
見
な
が
ら
、

七
月
又
は
、
十
月
頃
を
め
ど
に
、
今
回
は

鳥
取
県
内
全
市
町
村
の
首
長
又
は
教
育
長

に
参
加
を
お
願
い
し
て
、
鳥
取
県
実
行
委

員
会
と
し
て
東
京
集
会
を
開
催
し
、
衆
参

国
会
議
員
や
法
務
省
へ
の
要
請
行
動
を
行

う
予
定
で
す
。
ま
た
、
同
時
期
に
中
央
集

会
が
開
催
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
の
前
日
に

東
京
集
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

学
習
会
に
つ
い
て

日
時

二
〇
一
三
年
二
月
中
旬
頃
、

会
場

倉
吉
市
内

実
行
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
啓
発
活
動

倉
吉
市
の
Ｈ
Ｐ
で
人
権
・
男
女
共
同
参

画
の
「
部
落
解
放
・
人
権
政
策
確
立
要
求

鳥
取
県
実
行
委
員
会
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


